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Abstract
We concluded a comprehensive agreement on interuniversity exchange between Kurume Institute of Technology
and Hagoromo University of International Studies in 2017. With this agreement, we would like to improve the
educational and research capabilities of both universities by jointly developing education programs.
This paper provides an overview of distance-learning in joint education programs conducted in collaboration with
Kurume Institute of Technology and Hagoromo University of International Studies. We also describe the distance
learning system realized for simultaneous delivery using the web-based conferencing system furthermore. In addition,
we will evaluate these remote joint lectures on the basis of the results of a questionnaire administered to both university
students who opted for such lectures. Finally, we will discuss the possibility of joint education between long-distance
small universities by employing the web-based conferencing system.
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1．はじめに
近年，大学等の高等教育における質向上の観点から，多様なメディアを活用した遠隔教育，オンライン講義の充実，





















































開講年度 講義名（久留米工業大学） 講義名（羽衣国際大） 単位認定（羽衣国際大）
平成30年度前期 ビジュアルコンテンツ特別講義Ⅰ CG 演習Ⅲ 認定
平成30年度後期 就業力育成セミナーⅠ ― 不認定（専門ゼミ導入）
令和元年度前期 ビジュアルコンテンツ特別講義Ⅰ CG 演習Ⅲ 認定
令和元年度後期 就業力育成セミナーⅠ SPI 対策Ｂ（非言語） 認定
左）KIT eCampus トップページ 右）羽衣国際大学用 SPI 対策Ｂ（非言語）出題・解答入力画面




3・2 Moodle を用いた e-Learning 教材（ec.kurume-it.ac.jp）
LMS（Learning Management System：授業支援システム）である Moodle（7）は日本の大学に広く普及しているが，久
留米工業大学でも Moodle が導入されており，図4（左）の KIT eCampus（8）のトップページから，各学科の e-Learning
コンテンツを利用できる（図4）．現在，Moodle サーバは，久留米工業大学情報ネットワーク工学科の教室システム上
の仮想マシンとして動作しているが，次年度からは，学外の専用サービスに移行することが決定している．学生の情報
は Moodle サーバ内で全て管理しているが，ユーザ認証については Google の認証サービスを利用している．羽衣国際
大学も大学ドメインの Google アカウントを使用しているため，羽衣国際大学学生の e-Learning 利用の際のユーザ認証
に問題なく対応できた．共同教育プログラム科目を受講している羽衣国際大学の学生は，久留米工業大学の学生と同様
に KIT eCampus にログインし，大学間連携講義にリンクされた登録科目の e-Learning コンテンツを履修期間中，いつ
でも利用できる．
図4（右）に示した就職対策用の SPI コンテンツは，久留米工業大学情報ネットワーク工学科において，過去に印







































































間で準備を完了する必要があるため，映像入力系および音声入力系は USB 接続により接続された PC で全てコントロー
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ルしている（図5右）．中心となる PC は，Whereby が全て Web ブラウザ上でコントロールできるクラウドシステム
であることから，当初は小型携帯用の Chromebook や Windows PC を用いたが，接続できる外部モニターが1台に限
定され，講義中の設定操作や通信状況のモニターができなかった．この問題の解決のため外部モニター（ディスプレイ）

















教室には70インチモニターの電子黒板と，VR 向けのハイスペック PC が常設されている．そのため追加設備として，
ビデオカメラ，マイク，それらの切り替え・調整を行うための AV スイッチャー，および教材を常時表示するための
ノート PC と37インチモニターを持ち込み仮設した．
久留米工業大学との通信は，ハイスペック PC の一台のみ Whereby を通じて繋ぎ，その PC 画面を70インチモニター
にて表示した．モニターへの接続は HDMI で行っており，映像と同時に音声も送られているため，70インチモニター
内蔵スピーカーで，久留米工業大学側の音声も出力した．前述のとおり，小教室であったため音量も十分で，最小の出










































































Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3 Ｑ4 Ｑ5 Ｑ6 Ｑ7 Ｑ8 Ｑ9 Ｑ10
Ｑ11との相関 0．382 0．300 0．510 0．403 0．255 0．218 0．403 0．459 0．374 0．495
































































⑸ 文部科学省，“高等教育における ICT 活用教育について”，平成30年9月
⑹ 大学 ICT 推進協議会，“高等教育機関における ICT の利活用に関する調査研究結果報告書（第3版）”，平成28年11月
⑺ Moodle のホームページ https://moodle.org/?lang=ja
⑻ 久留米工業大学 e ラーニングシステム（eCampus）http://ec.kurume-it.ac.jp
⑼ ビデオ会議システム Whereby のホームページ https://whereby.com/
⑽ 清水康敬，中山実 他，“ハイビジョンによる衛星遠隔教育の実施と評価”，日本教育工学会論文誌 No．21，pp．85‐88，1997
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